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【手続補正書】
【提出日】平成26年11月19日(2014.11.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）、（ｅ）、及び（ｆ）を含有することを特徴と
する水中油型乳化組成物。
（ａ）ポリグリセリン脂肪酸エステル
（ｂ）アニオン系界面活性剤
（ｃ）油溶性皮膜剤
（ｄ）Ａ領域の紫外線を吸収する紫外線吸収剤
（ｅ）Ｂ領域の紫外線を吸収する紫外線吸収剤
（ｆ）微粒子金属酸化物
【請求項２】
　前記（ｂ）のアニオン系界面活性剤が、アシル乳酸及び／又はその塩であることを特徴
とする請求項１に記載の水中油型乳化組成物。
【請求項３】
　前記（ｃ）の油溶性皮膜剤がシリコーン系であることを特徴とする請求項１または請求
項２に記載の水中油型乳化組成物。
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【請求項４】
　前記（ｄ）のＡ領域の紫外線を吸収する紫外線吸収剤が、ジエチルアミノヒドロキシベ
ンゾイル安息香酸ヘキシル及び／又はｔ－ブチルメトキシベンゾイルメタンであることを
特徴とする請求項１～請求項３のいずれか一項に記載の水中油型乳化組成物。
【請求項５】
　前記（ｅ）のＢ領域の紫外線を吸収する紫外線吸収剤が、メトキシケイヒ酸エチルヘキ
シル、２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリル酸２－エチルヘキシル、ジメチコジエチ
ルベンザルマロネート、及び２，４，６－トリアニリノ－p－（カルボ－２'－エチルヘキ
シル－１'－オキシ）－１，３，５－トリアジンからなる群から選択される１種又は２種
以上であることを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の水中油型乳化組
成物。
【請求項６】
　前記（ｆ）の微粒子金属酸化物が、微粒子二酸化チタン及び／又は微粒子酸化亜鉛であ
ることを特徴とする請求項１～請求項５のいずれか一項に記載の水中油型乳化組成物。
【請求項７】
　紫外線防御用化粧料であることを特徴とする請求項１～請求項６のいずれか一項に記載
の水中油型乳化組成物。
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